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結核病援の組織化事的生化率的研究 *
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堀尾行産

若井喜久 j;X

森川和雄

北海道大学結樗研究所病理部(指2f1.森川和雄助教授)

やや弱く，コレステワ y染色に僅かに笑色騎f立を認めた。

3週以降乾沼化が起ると各種染色法による染色顎粒f士一時

に附加し，中性脂肪，燐脂f'f，ヨレステリソ共に乾百31廷に

びまん性に認められるが，やや大きなfJZR3fねになると，各

脂質共乾酪耳さか1辺部に款iunとなり中心部iこ向って減少して
いる。以降過を経るに従¥， ，:f{~色町I立は続々若田となるが，

克屈折性検脊によるコレステリ y脂肪のJ刊現は幼弱な結郊

にも微細びまん性に見られるが，特に7迎になると粗大住

に周辺部に認められた。又 Plasmal染色の乾路沿におけ

る反応は辺政部にIド等rJfに中心部に向つては次第に羽く認
められた。

「五段染色一一-Feulgen民応次び MethylgreenPyro-

nine染色を行ったが， ~fZ間5tLの RNA は Ift!r{J;ßl'に染色さh

たσDNA~主次第に減少するものもあるが，木完投の1釘格

以には後期迄妓破片及び出焔i支がイ'{iE した為，その~ji\がご

く白染して認められた。又U1tく時紫色に Pyronine好性に

なっているものが見られたが之は沢市F合化 DNAと，[1，われ

る。

多陀主fI染色一一辺ョ -F段 Schiぽ法てーは幼8~Jな結íTíiに

おいては1ft心部のむi上皮，tm胞には!~E.] く ， JM辺;'mの白血球を

混ずる細胞淀川に~:Jt く見られる。 ~fl:r裕治 l土一般にやや高度

に反応し， ljLj切には微細府1立が散在しているものが見られ

るが，之は乾円;j化が進むと殆んど見られなくなる。後期に

r，~叩(，化がJ包ると ñ;lJl紘芽細胞が強染し，成熟したt;Jj~*ÍË:細胞で

はむしろ減弱している様である。又仁llrlLf~(は変↑止に傾くと

可染物質は霧籾となり， J1.，びまんi主に細胞外にj泣出して

行く {Z~が認められた。

百字詰染色一一Lipase染色 (Wuchstcin 交法)では幼~J5j

な桔笥jで‘は中心部のHI上部H胞にのみpJ~tlミで将;吃宅り匹限z化が起つ

ても担Fμ立状Jβ山』引j辺与;ζ;'1[巾lにはカか、なり引t位3札:いL
経i辺&すると I小Iドt，心心ふ;'ji伯lに;口三性となり， )万j辺の如上皮細胞は特に

反応が股い。又!日陪化がなくても結加がかなり大きくな

ると中心i\i\vt :f{~色性が;~~くなるようである。 ヨミに Alkali

近時組織化学的研究方法の著しい進歩にf札、，結1段症

殊にその乾感性病変についての研究が多様に発展している

現状である。而しそれ等の研究を見ると，何れも部分的な

研究のようであり，ー述の叉経時的な観察においても幾分

欠けているように思われる。そこで我々は先ず実験的初感

染桔!陵症の乾昭栄について組織化学的研究を行¥"，更に生

化学的定丑実験をあわせ，ー又従来から符われている種々の

脂質染色法による可染性脂質の態度を比較検討し，結核↑生

乾何百病変の成立機構を追求せんとした。

安駿方法及び成績

他民家兎 15羽に{中野株人型車11段菌 IOmg宛気管内に

注入し， l :ï!m毎に 7 )!M迄居殺し肺病変を観察した。~) 1 Jli.l 

では気管支Jm[l.目の軽L、IJ、円形細胞汲iJl1とiJlli皮の肺炎仰を見

た。第2沼では少数の1fi上皮細胞と白血球 !Jyパr，Rより
なる桔;めが見られ，第3沼になると病収はやや大きくなり

乾陥民主1上皮細胞!丸 リソパ球切よりなる定型~~l!~結f却を

認め回目細胞が多数見られた。第4週以降では病変(UiU全

体に島問状に'@出[生肺炎洪を形成し，特に F奨は殆んど~f6

rf6i生肺炎、保を呈する。組織学的にも多数の乾酪.~~を認める

が，総て夜破片を含む顕~~状崩壊像を示し，かなり白血球

の浸潤が強い。線~;m7細胞の1負強は F週日より努名となり，

7i!i!l日で、はー部肉線化した部分も認められた。 fhJプラスマ

細胞は3週日より署名に認められ， 5，6週目に最も多立に

認められた。'

脂肪染色一一脂肪染巴については種々異論があるが，

}股染色として SudanIII， Nileblue， Sudan block B 染

色，燐脂質染色として B日kerの酸 Hematein染色， Smith-

Dietrich法，Ciaccio法，叉，ヨレステリ y脂肪には Schultz

法， m屈折性検究を行った。第 13mでは大'dJ;出制胞のある
ものの細胞質に駒;{L状の小脂肪滴が見られるが，酸 Hema-

tein染色に最も強く染色せられ，第2週では細胞集団の一

部は SudanIII染色で著切に，燐Jl旨質染色殊にBaker法に

(本報告・はu本病:fB¥争雑誌，費142;a 地方f'n虎に泌'，1誕)品
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Phosphatase (Gomori 法)では幼弱な結節中心部の類上皮
細胞は染らず)，'.j辺郊の白血};J¥に包'む細胞なiが陽性を示す0
~~!Z~6 f~~はかなり強く染まり，特にその)tiJ辺部に著切な反応
を認め，中心部l土問らかに減弱を示した。

生イヒ~~[:的定f正実験一一IJ日貿の定JE:は Ether-Alkohol 拍
iH分について悩mr{分を標丑し，疋Iこ荒丑法により燐脂質，
Liebermann品lrChardi去により総ロレステリ ν丑を測定
した。 4泊以降の乾略汲の多い材料を検紫したが，総指Y頁，
燐n日貿，総コレステリ y共に迎を追って除々に増加の傾向
にあるが，その中では燐日目Y貨の場加が幾分政く見られた。

次iこ樗肢の定=fiiはSchneider氏?去によったが，非乾酪部に

比し問段酸共幾分用量して見られ手陣提化学的成問とは多少

の差異が認められた。

j:)，1::の，~t:売のみで，乾郎、性病変殿様をRlJ刊することは
勿論困難で，今後の研究がffiまれるが，乾酪浜と見られる
部分tこも，かなりのf豆皮のiî!f.妥;民1，è~7-えびtï:肢が認められた。
脂質においては一般に過を追って土町立が見られるがその構
成分内に著しい変動はなく，f1，燐脂質に若干のt首長が目立
っていることが分った。以上結反初感染家兎肺の実験成tIi
について述べたが，現在更に例数を均加し，又，再感染病

変についても検討中である。
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